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備     考

特別史跡五稜郭跡環境整備事業費 20,000 (243,768)
石垣崩落等の調査および石積みの解体・積み直しによる保存修理

縄文文化交流センター整備事業費（南茅部） 11,500 (482,182)
国宝「土偶」等，貴重な出土品の展示施設と普及活動・研究機能をあわせ持った施設を整備 建設工事

概算総事業費　6.8億円　　H20 基本設計，実施設計，用地購入　　H21～22 建設工事　　H23初度調弁 平成23年秋
供用開始予定

《新》縄文遺跡群世界遺産登録推進会議負担金 364 （－）
4道県および7市5町が連携し，世界遺産登録に向けた事業を推進するための負担金（北海道，青森県，岩手県，秋田県，

　　　　　　函館市，伊達市，青森市，八戸市，つがる市，鹿角市，北秋田市，森町，洞爺湖町，外ヶ浜町，七戸町，一戸町）

《新》重要文化財旧函館区公会堂保存修理調査費 5,000 （－）
修理箇所調査および改修計画基本方針策定

《新》重要文化財太刀川家住宅店舗保存修理事業費補助金 4,985 （－）
総事業費 19,060    国 12,389（65％）    市 4,985    所有者負担 1,686

《新》第45回北海道ユネスコ大会ｉｎ函館開催補助金 100 （－）
開催期間　H23.10.8～9（2日間）　　会場 函館国際ﾎﾃﾙほか　　主催 北海道ﾕﾈｽｺ連絡協議会，(社)日本ﾕﾈｽｺ協会連盟

 基調講演，ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ，交流会ほか

文化・芸術アウトリーチ事業費 2,500 (2,500)
小・中学校などに芸術家等が訪問し，演奏会やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの開催を通じて，子どもが

文化芸術に触れる機会を拡充する

総合型地域スポーツクラブ運営補助金 300 (300)
函館市ｽﾎﾟｰﾂ振興計画（H17.2月策定）に基づき，総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞの普及のために，ｸﾗﾌﾞ設立後の活動支援を行う

活動支援補助金：3団体を予定　　補助率 3分の2，上限10万円・5年間を限度

スポーツ合宿誘致補助金 1,000 (1,000)
市内でｽﾎﾟｰﾂ合宿を行い，あわせて市内のｽﾎﾟｰﾂ団体と交流事業を行う実業団・団体の誘致補助

10万円を限度とし宿泊人数・宿泊数に応じ交付

湯川海水浴場関係経費（ネット式海水浴場） 42,286 (43,415)
開設期間 H23.7.16～8.21（37日間）　  H22利用者 35,794人  （H7の開設以来，今ｼｰｽﾞﾝで17年目）

学校開放事業経費 7,516 (7,285)
文化開放12校，ｽﾎﾟｰﾂ開放53校，ﾌﾟｰﾙ開放22校，校庭開放15校　　　うち支所ｽﾎﾟｰﾂ開放 8校

地域放課後児童健全育成事業費（43施設→45施設） 204,580 (198,887)
公共施設利用 14    民間施設利用 31（うち新規2：中の沢小校区，北美原小校区）

学校内学童保育施設整備事業費 16,900 (56,900)
　　　　　　 弥生小学校併設児童ｸﾗﾌﾞ室整備(工事費，初度調弁費)

放課後子ども教室推進事業費（９か所→10か所） 5,454 (6,202)
　　　　　　 小学校を活用し，放課後における児童の安全で安心な活動拠点を設け，様々な体験・交流活動を推進

9校で実施済：あさひ小，万年橋小，柏野小，高丘小，旭岡小，鍛神小，本通小，南本通小，磨光小(南茅部)

新規(予定):1校

平成２３年度予算の主な内容

項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

１　心豊かな人と文化をはぐくむまち

備考欄（ ）書きは，平成２２年度当初予算額
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備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

備考欄（ ）書きは，平成２２年度当初予算額

男女共同参画推進費 2,423 (2,254)
　　 男女共同参画啓発事業，男女共同参画審議会(委員12人)の開催，男女共同参画苦情処理の実施，

フォーラム開催，情報誌｢マイセルフ｣発行，市民および事業者への意識調査（前回H18実施） ほか

《新》配偶者等暴力被害者自立支援事業補助金 2,000 （－）
ＤＶ被害者の保護から自立までの総合支援体制強化のため，既存の制度を見直し， 女性シェルター運営補助金

新たに要綱を制定し，補助制度を創設　　　　補助率　10分の8　　補助上限額　200万円 (1,000)
　補助対象経費　一時保護施設等の家賃および就労支援講座等開催経費 ＤＶ被害者支援事業補助金

(1,000)
姉妹都市交流推進費 300 (6,382)

高陽市との交流事業の実施等に係る打合せ旅費ほか

《新》ロシア文化フェスティバル2011 IN JAPAN オープニング関係経費 454 （－）
H23.7月初旬　聖ニコライの渡来150周年を迎える函館市でオープニング行事を開催（地方都市での開催は初）

核兵器廃絶平和都市推進経費 1,689 (1,566)
長崎への中学生平和大使派遣(6名), 被爆体験者講演会開催 ほか

定住者誘致推進事業費 1,911 (3,063)
業務内容：移住相談，東京・大阪の企業等への宣伝活動，移住関係情報誌への広告掲載，高等学校同窓会への情報発信ほか

私立幼稚園就園奨励費 246,647 (236,423)
市民税所得割183,000円以下の世帯の満3歳児～5歳児が対象　国補助単価　平均1.9％増　対象見込数　2,379人（H22　2,367人）

学力向上推進費 3,669 (3,629)
標準学力検査を行い,結果の分析・検討を通してより良い指導への取組を推進するため,

小学4年生と中学1年生を対象とし実施（小4：1,995人，中1：2,107人）

新学習指導要領運用経費 4,724 (5,314)

  小学校外国語活動関係経費 3,656 (4,264)
新学習指導要領に対応した小学校における外国語活動の実施

　基準教育課程資料作成経費（中学校） 1,068 (1,050)
H24中学校の新学習指導要領の全面実施に向けた教員用資料の作成　 小学校

創意ある学校づくり推進事業費（校長先生の「知恵の予算」） 53,400 (54,000)
各校の創意工夫で特色ある教育を実現するため，児童生徒数に応じた３基準により実施

大規模校（500人以上）：1,000，中規模校（200～499人）：800，小規模校（199人まで）：600

  小学校　44校 32,400 　
大規模：3校，中規模：24校，小規模：17校(1校減)    ※小中併置校2校を除く

  中学校　28校 20,000
大規模：3校，中規模：10校，小規模：15校

　高等学校 １校 1,000
大規模：1校

外国人英語指導助手関係経費（６人） 25,056 (25,056)
高校 1校（函館高 週5回）　　中学校 28校（週1回）　　小学校 46校（2校 月2回，44校 年4回）

中学生海外派遣事業関係経費（レイクマコーリー市） 5,850 (6,305)
11月派遣予定　15名

市立小中学校再編計画策定経費 351 (390)
H20 基本指針とりまとめ    H21～H22 素案の検討，地域別懇談会開催    H23 再編計画(案)策定ほか

学校図書館図書整備費（H22.2月補正　42,500千円を計上） 20,000 (30,000)
整備率　小学校 H22見込：75.0％　→H23見込：85.8％　　中学校 H22見込：80.3％　→H23見込：88.9％
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備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

備考欄（ ）書きは，平成２２年度当初予算額

教育用コンピュータ運用経費 135,440 (136,907)
小学校44校    中学校28校    高等学校1校

学校高速通信設備整備事業費（東部４支所管内小学校） 9,300 (8,400)
日新小・えさん小・椴法華小・磨光小の携帯回線を活用したｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続環境の高速化 中学校5校

《新》武道教育教材整備事業費（中学校） 11,000 （－）
新学習指導要領のH24全面実施に向けた武道教材(柔道畳，相撲ﾏｯﾄ等)をH23～H24の2ヶ年で整備

H23：8校(柔道6校，相撲2校)　　H24：20校(柔道13校，相撲5校，剣道2校)

義務教育施設整備費 1,437,000 (676,000)

　弥生小学校校舎等新築事業費（建設工事・初度調弁） 1,037,000 (630,000)
H21.4月 西・弥生小の統合（仮校舎 西小）    概算総事業費 約17.9億円

H20 基本設計   H21 実施設計,解体工事   H22～23 建設工事,初度調弁   H24.1月 統合校舎供用開始

　校舎等耐震診断調査費（３校） 27,000 (24,000)
尾札部中(校舎・屋内運動場)，臼尻中(校舎・屋内運動場)，戸井幼稚園(園舎) 亀田小・戸井西小・臼尻小

　校舎等耐震改修事業費 323,000 (12,000)

　実施設計(３校) 24,000 実施設計

    青柳小(校舎)，凌雲中(屋内運動場)，亀田中(屋内運動場)　　H23 改修工事   日吉が丘小・五稜中

  改修工事(２校） 299,000
    日吉が丘小(校舎・屋内運動場)，五稜中(校舎)

　学校トイレ改修費（東小） 50,000 (10,000)
改修工事(便器取替ほか) 戸倉中

いじめ・不登校等対策推進費 297 (297)
いじめ撲滅啓発ﾘｰﾌﾚｯﾄ作成，南北海道教育ｾﾝﾀｰ内の電話相談

適応指導教室運営経費 4,520 (4,480)
不登校児童・生徒に対する指導・援助のための教室（南北海道教育ｾﾝﾀｰ），訪問指導，卒業生動向調査の実施など

特別支援教育支援員関係経費（50名） 42,200 (42,200)
小・中学校におけるLD，ADHD等の発達障がいなどの児童生徒への教育的支援を行う

特別支援教育支援員の配置

サマースクールｉｎ函館補助金 300 (300)
知的発達障がい児を対象とした夏期休暇期間中の体験活動などに対する補助

 主催：ｻﾏｰｽｸｰﾙin函館実行委員会

函館圏公立大学広域連合負担金 2,037,150 (2,013,433)
H20.4.1 地方独立行政法人化　　学生数　1,189人→1,186人(学部1,065人，大学院121人) 

国際水産・海洋都市構想推進費 262,776 (101,283)

　国際水産・海洋総合研究センター整備事業費 241,777 (77,700)
　　［実施設計，用地購入ほか］ 基本設計

（仮称）函館マリンサイエンスパーク建設に係る実施設計およびセンター建設用地購入 58,489.54㎡

　国際水産・海洋総合研究センター整備推進費 384 (700)
特定地域プロジェクトチーム(国際水産･海洋総合研究センター整備検討会議)開催経費など

　水産・海洋産学連携促進補助金 5,000 (5,000)
地域の企業と大学等の共同研究等に助成(200万円以内, 2分の1補助)

　臨海研究所管理運営経費ほか 15,615 (17,883)
関連事業推進費 1,465，産学官交流プラザ施設管理委託料(指定管理者 北海道大学) 1,500,

臨海研究所管理運営経費(直営) 12,550，学会等開催補助 100(1件)
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備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

備考欄（ ）書きは，平成２２年度当初予算額

一般財団法人函館国際水産・海洋都市推進機構補助金 25,500 (25,500)
補助金の主な内訳：プロパー職員4名分人件費分，まちかどデジタル水族館運営費，水産・海洋都市構想推進事業費分など



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考

地域福祉計画推進経費 88 (108)
第2次計画 期間:H21～25　 社会福祉協議会と連携し，モデル地区において地域福祉活動を推進する

高齢者・障がい者にやさしい道づくり事業費 20,000 (20,000)

  防護柵整備，横断歩道滑り止め舗装 10,700
防護柵：鈴かけ通 71ｍ　  　交差点：放射4-1号線・駒場通 4か所 

　歩道点字ブロック設置，歩道勾配解消等 9,300
放射4-1号線 24か所 

都市公園バリアフリー化整備費（市民の森　大森公園　千歳公園　的場公園） 44,500 (85,000)
園路舗装ほか　東山墓園ほか15公園の整備　H21～24　概算総事業費 約2億円 東山墓園，五稜郭公園

福祉のまちづくり推進経費（福祉のまちづくり施設整備費補助金ほか） 1,109 (1,118)
既存の公共的施設のバリアフリー化の促進に対する補助金 1,000，その他　

住宅手当緊急特別措置事業費 33,835 (25,306)
離職者で就労意欲のある者のうち，住宅を喪失または喪失のおそれのある者を対象に

最大9か月間の住宅手当を給付　H21.10月～実施

子育て支援ネットワーク事業費 1,000 (1,000)
子育て支援に係る各団体間の交流，情報交換，研修会等を開催し，官民協働による子育て支援のシステムを構築

子育て支援推進事業費 62,752 (56,325)

　つどいの広場事業費（２か所） 8,710 (13,065)
アドバイザーを常駐させ，地域の子育て機能の充実を図る（週5日）　函館短期大学，大森浜団地

　地域子育て支援センター事業費（８か所→９か所） 44,946 (37,455)
子育てサロン　　花園，亀田港，中央，美原，石川，鍛治さくら，つつじ（恵山),南かやべ(南茅部)，新規：湯川・深堀統合保育園

　子育て支援短期利用事業費（２か所） 4,135 (833)
保護者の疾病等の際に一時的な施設利用を実施（くるみ学園・国の子寮）

  子育て支援トワイライトステイ事業費(２か所) 225 (436)
夜間・休日，保護者が帰宅するまで，児童に対し生活指導や夕食の提供を実施（くるみ学園・国の子寮）

　すくすく手帳発行費 4,736 (4,536)
子育て支援に関する情報や子どもの成長記録と母子健康手帳の一体管理ができる手帳を作成・配布

作成部数：3,000部　配布先：出生世帯,転入世帯,配布を希望する世帯(小学校就学前児童)  

育児支援家庭訪問事業費 820 (991)
出産後間もない時期の養育が困難な状況にある家庭に対し，保健師などによる育児相談やヘルパー派遣による家事等の援助を行う

ヘルパーの派遣：指定障害福祉サービス事業所（ヘルパーステーション　5か所）へ委託

ひとり親家庭等奉仕員派遣事業費 226 (216)
疾病などにより，一時的に家事などの生活援助が必要な場合に，奉仕員を派遣する

母子家庭自立支援給付金支給事業費 87,963 (65,127)
母子家庭の母の就業支援を図るため，給付金を支給する

自立支援教育訓練給付金・高等技能訓練促進給付金

平成２３年度予算の主な内容

項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

２  共に支えあい健やかに暮らせるまち

備考欄（ ）書きは，平成２２年度当初予算額
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備考欄（ ）書きは，平成２２年度当初予算額

母子自立支援プログラム策定事業費 800 (900)
児童扶養手当受給者の自立を促進するため，受給者の状況に対応した自立支援プログラムを策定し，ハローワークなどと連携し，

就業できるよう支援　　　　　委託先：函館市民生事業協会

子ども手当（３歳未満の支給額13,000円→20,000円） 4,640,402 (3,965,000)
中学校修了前までの児童を対象に1人につき月額13,000円を支給，3歳未満はH23.4月分以降月額20,000円

子ども医療助成費 566,736 (543,424)
小学校卒業までの子どもの医療費を助成    対象者：19,290人

特別保育事業費等 120,107 (117,362)

　乳幼児健康支援デイサービス事業費（１か所） 1,143 (1,246)
五稜郭病院において，病後児の保育を実施

　休日保育事業費（２か所） 7,893 (7,893)
中央保育園（定員30人）　杉の子保育園（定員20人）

　障害児保育運営費補助金 28,560 (26,881)
民間保育所：19か所

　保育所地域活動事業運営費補助金（２３か所→２４か所） 8,000 (7,500)
老人福祉施設訪問等の世代間交流や異年齢児交流等を実施している保育所への助成　新規：湯川・深堀統合保育園

　一時預かり運営費補助金 31,722 (32,100)
民間保育所：27か所　新規：湯川・深堀統合保育園

　延長保育運営費補助金（１５か所→１６か所） 42,789 (41,742)
1時間延長：10か所　2時間延長：4か所　4時間延長：2か所　新規：湯川・深堀統合保育園

低年齢児保育対策事業費（認可外保育施設 ３か所） 6,765 (9,020)
対象施設：3歳未満児が6人以上入所し，一定の基準を満たしている施設に対し事業を委託

保育所運営費補給金（３９か所→４０か所） 115,024 (109,556)
職員の処遇改善，資質向上，事務の改善のための助成　新規：湯川・深堀統合保育園 

公立保育園民営化関係経費 122,593 (156,196)
赤川保育園整備費補助金　H23 建設　H24民営化　移管先：函館共愛会

児童福祉施設整備費補助金 134,828 (324,722)
「北海道安心こども基金」（H20～24）を活用し，改築を行う保育園に対し助成 旭岡・上湯川・根崎保育園

人見保育所

ファミリー・サポート・センター事業費 10,620 (10,200)
仕事と育児が両立できるよう育児に関する相互援助の実施　　委託先：函館市社会福祉協議会

事業開始：H11　　会員数　H19年度末 1,338人　H20年度末 1,410人　H21年度末 1,455人　H22年度末見込1,530人　

魅力ある児童館づくり推進事業費 1,000 (1,000)
児童館職員の創意工夫により，文化・スポーツ活動等（ミニコンサートや幼児親子体操教室，そば打ち体験教室など）の

新たな展開を図り，地域に根ざした魅力ある児童館づくりを推進

ひろば館事業費 1,200 (1,000)
児童館を地域コミュニティ形成の場として活用し，児童の健全育成，子育て支援の推進を図る

（仮称）神山児童館建設事業費 175,638 (62,500)
H22 地質調査,実施設計,用地購入　H23 建設 平成24年４月

供用開始予定



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

備考欄（ ）書きは，平成２２年度当初予算額

子育てアドバイザー活用推進費 630 (562)
人財づくり推進事業で養成した子育てアドバイザーを児童館等で活用し，地域の子育て力の向上，子育て支援の推進を図る

幼児ことばの教室事業費 399 (350)
ことばの発達に不安がある3歳児健診受診以降小学校就学前の児童を対象に，子どもの発達を促すきっかけづくりと

保護者が定期的に相談できる機会を提供　　　　　実施場所：青柳学園

《新》日常生活圏域高齢者ニーズ調査経費 5,550 （－)
「第6次高齢者保健福祉計画」「第5期介護保険事業計画」策定の準備経費

高齢者へのアンケートによる各種サービスのニーズ調査　対象者4,400人　次期計画期間H24～H26

高齢者保健福祉計画関係経費 680,079 (690,335)

  高齢者保健福祉計画策定経費 2,649 (341)
第6次計画　期間：H24～26　計画策定推進委員会高齢者部会の開催など 計画推進経費

　高齢者介護予防・生活支援事業費 22,464 (23,926)
自立者支援対策：軽度な生活援助・デイサービスにおける日常動作訓練

　高齢者等家族介護支援事業費 1,892 (1,892)
在宅で介護する家族の疾病，冠婚葬祭等の際における短期入所サービスの実施

　高齢者等在宅生活支援事業費 14,938 (34,377)
除排雪，寝具洗濯乾燥，外出支援サービス

　生活支援ハウス運営事業費（３か所） 42,338 (41,705)
自立した生活に不安のある高齢者に介護支援・居住・交流機能を提供（本庁：2か所  椴法華：1か所）

　いきいき住まいリフォーム助成事業費 3,982 (4,080)
身体機能低下に対応した玄関・浴室等の改修に対して助成  11件分（上限50万円　補助率3分の2）

　健康診査費 884 (865)
総合保健センター　月・水・金曜日実施，土・日曜日　月2回実施

　訪問看護ステーション経費　　　　　　　 1,400 (1,400)
運営:北海道総合在宅ケア事業団　　函館訪問看護ステーション(山の手1丁目)・函館西部訪問看護ステーション(宝来町)

　老人保護費ほか 589,532 (581,749)

介護保険事業

　保険給付費 20,147,843
訪問介護，訪問入浴介護，訪問看護，通所介護，施設入所など 20,471,695 (18,961,860)

  地域支援事業費 323,852
［《新》住宅改修工事点検業務委託経費ほか］
65歳以上の高齢者を対象に通所型介護予防事業や介護予防普及啓発事業等を実施

新規：介護保険による住宅改修工事を専門職が点検することにより給付の適正化を図る

障がい者基本計画関係経費 4,366,950 (4,159,780)

　障がい福祉計画策定経費 2,802 (1,540)
第3期計画　期間:H24～26　計画策定推進委員会障がい者部会の開催など 基本計画策定経費

　障害程度区分認定審査・調査費 7,390 (6,314)
介護給付等の支給決定に必要な障害程度区分の審査判定の実施，市外施設入所者等の訪問調査など

　居宅介護等事業費 103,846 (96,998)
ヘルパー派遣により身体介護・家事援助等のサービスを提供

　生活介護事業費 867,839 (792,036)
身体機能の維持向上のため，通所により創作的活動・社会適応訓練等を実施

　児童デイサービス事業費 17,201 (17,536)
障がい児に対し，身体機能の維持向上を図るため，通所により指導・訓練を実施

　短期入所事業費 19,489 (16,808)
介護者の疾病等の際に，障がい者・障がい児の一時的な施設利用を実施
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　重度身体障害者等タクシー料金助成費 40,567 (40,109)
年間36枚交付  

　障害者生活支援センター運営費 15,000 (15,000)
24時間体制で障がい者の介護相談・情報提供等を総合的に実施

　子ども発達支援事業費 2,478 (2,340)
児童デイサービスセンターに療育促進のため，相談，関係機関との調整，家庭支援機能を付加  委託先：侑愛会

　難病患者等居宅生活支援事業費 920 (920)
介護保険法などの他制度が適用されない難病患者へのショートステイ，ホームヘルプ，日常生活用具給付事業の実施

　施設訓練等給付費ほか 3,289,418 (3,170,179)

障害児通園施設利用者負担（食費）軽減助成費 1,136 (1,080)
国の基準に基づき徴収している食費について，保護者の負担を軽減　対象施設２施設：うみのほし学園，つくしんぼ学級

障害児（者）統合施設整備費 1,456,887 (84,500)
青柳，あおば，ともえ学園の統合整備　H21～23　総事業費　約15.3億円 平成24年４月
H22 実施設計　H22～23 建設工事　H24 供用開始 供用開始予定

地域生活支援事業費 193,661 (187,667)

  手話通訳者・要約筆記者派遣事業費 11,198 (11,198)
手話通訳者，手書き・パソコン要約筆記者の派遣　

  日常生活用具給付事業費 62,965 (58,631)
在宅の重度身体障がい者および障がい児に対し，生活用具の給付または貸与を行い，日常生活の便宜を図る

  移動支援事業費 17,489 (16,690)
屋外での移動が困難な障がい者および障がい児に対し，必要不可欠な外出などの際に移動を支援

　地域活動支援センター事業費 70,980 (70,980)
Ⅰ型（利用人員20人以上）：1事業所  Ⅱ型（15人以上）：4事業所　Ⅲ型（10人以上）：3事業所　

　日中一時支援事業費ほか 31,029 (30,168)

障害者自立支援法円滑施行特別対策費 65,941 (71,123)
障害者自立支援法の着実な定着を図るため，H23までの特別対策として実施　事業運営安定化事業，

通所サービス利用促進事業　ほか

《新》就労等意欲喚起プログラム事業費 6,246 （－)
生活保護受給者に対し，就労意欲の喚起や社会生活活動の意識向上を図るため，カウンセリングや

体験就労などの就労支援策を実施

地域密着型サービス拠点整備費等補助金 112,380 (49,887)
小規模多機能型居宅介護事業所開設準備経費補助　１施設

認知症対応型共同生活介護事業所（グループホーム）に対するスプリンクラー等消防設備設置費補助　　H22 10施設　H23 19施設

《新》介護療養型医療施設転換整備費補助金 23,400 （－)
健康保険法の一部改正により，介護療養型医療施設が廃止されることとなったため，当該施設を

グループホーム等に転換する医療機関に対する補助　事業主体：大庚会こんクリニック時任

市民健康づくり推進事業費 679 (2,130)
運動・食事・禁煙を重点取組とし，目的・年代ごとにきめ細かな事業を実施

食育推進事業費 202 (300)
食育教室・食育指導の実施

健康増進センター費 13,301 (12,498)
健康増進センターの利用促進を図り，自主的な健康づくりを推進する
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第23回市民健康まつり開催負担金 1,000 (1,305)
H23.10.9（日）～10.15（土）開催予定　会場：総合保健センター

障害者・児歯科診療事業運営費補助金 7,623 (7,623)
総合保健センター（1Ｆ　口腔保健センター）で，毎週土曜日に歯科医師会が実施

《新》健口（けんこう）教室開催経費 311 （－)
総合保健センター（1Ｆ　口腔保健センター）で，40歳以上を対象に歯周病予防や

口腔機能向上についての指導を実施

産後うつ・育児支援事業費 121 (128)
育児不安や産後うつなど母親の心の問題を早期に把握し，心のケアと育児支援を行うことにより，子どもの健全育成を図る

妊産婦健康診査費（《新》HTLV-1抗体検査・ｸﾗﾐｼﾞｱ抗原検査の実施） 130,668 (126,177)
妊産婦健診に対する助成の実施　助成回数14回

HTLV-1（ヒトT細胞白血病ウイルス-1型）抗体検査およびクラミジア抗原検査を実施

特定不妊治療助成事業費（初年度助成回数２回→３回） 31,368 (21,312)
特定不妊治療（体外受精，顕微授精）に要する費用の一部助成

助成限度額：1回につき15万円　助成回数：年間2回，最大5年まで　　H23～　初年度のみ助成回数を年間3回まで拡大

こんにちは赤ちゃん事業費 2,373 (2,485)
生後4ヶ月までの乳児がいる全家庭を訪問し，子育ての不安相談等を実施　 対象　1,395人

定期予防接種費（麻しん風しん混合　第３期・第４期ほか） 66,927 (66,384)
国の「麻しん排除5ヵ年計画」の4年目　対象　中学1年生および高校3年生世代　H23接種者見込数　4,605人

がん検診事業費 111,552 (111,706)
がん検診と特定健診の同時実施により受診者の利便性および受診者数の増を図る

がん検診カレンダーの配布  H23受診者見込数 20,841人

女性特有のがん検診推進事業費 55,279 (55,448)
女性特有のがん（子宮頸がん・乳がん）の無料検診の実施

対象年齢　子宮頸がん（20,25,30,35,40歳）　乳がん（40,45,50,55,60歳）　H21.9月～実施

《新》働く世代への大腸がん検診推進事業費 18,794 （－)
大腸がんの無料検診の実施，大腸がん検診キットを希望者に送付し受診機会を充実

対象年齢　40,45,50,55,60歳

自殺予防対策推進費（《新》いのちのホットライン事業ほか） 2,600 (2,000)
専用回線を設置し電話による相談事業を新たに実施（週2回夜間対応），パンフレット・ホームページ等による普及啓発，

研修会による人材養成

「北海道地域自殺対策強化基金」（H21～23）を活用し，地域における自殺対策に関する事業を実施

新型インフルエンザ対策推進事業費 461 (500)
関係機関との連携会議の開催，パンフレット・ホームページ等による普及啓発

高齢者等インフルエンザ予防接種経費 91,969 (92,480)
対象　　65歳以上，60歳～65歳未満の身体障害者手帳１級（心臓，腎臓，呼吸器，免疫機能）の者

　　　　　H23接種者見込数　　42,035人　　　　

《新》任意予防接種費 353,987 （－)
子宮頸がん予防ワクチン，ヒブワクチン，小児用肺炎球菌ワクチン接種費用の全額助成

対象年齢：子宮頸がん（中学1年生～高校1年生），ヒブ・小児用肺炎球菌（0～4歳）　H23.1月～実施
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温泉資源保護対策推進費 500 (500)
温泉資源の保護と適正利用についての啓発活動を実施

国民健康保険事業

　特定健康診査等所要経費 131,863
対象：40～74歳の被保険者　特定健診：受診者数16,654人

　保険料適正賦課及び収納率向上特別対策所要経費 31,959 182,980 (167,592)

　医療費適正化特別対策所要経費 19,158

　　　　　　　　　　　　　　　
過去の伸率　H15～18は据置，H19は3.28%増，H20は3%増，H21は3.65％増，H22は0.08%増

後期高齢者医療療養給付費負担金 3,234,841 (2,898,070)
北海道後期高齢者医療広域連合へ療養給付費市町村負担金として支出

１人当たり平均保険料　０．２１％引き上げ
　医療給付費分および後期高齢者支援金等分　
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都市計画見直し関係経費 18,231 (16,320)
都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ見直 3,200(現ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ(H10.3月策定 目標年次H27年度)をH23年度末までに見直す) 

都市計画道路見直 478(長期未着手路線の見直し)　都市計画現況図作成 14,553

中心市街地活性化関係経費 2,251 (3,216)

　中心市街地活性化推進調査費ほか 1,683
新たな中心市街地活性化基本計画策定のため，各団体との打合せ，関係機関との協議

　 　エリアカルテ・オンライン事業費 568
空き地・空き店舗情報の更新

景観形成住宅等建築奨励金 4,000 (6,000)
都市景観形成地域内で，函館らしい歴史的な景観に配慮した建物を新築，購入する場合に助成　　限度額 200万円（20％以内）

西部地区ヤングカップル住まいりんぐ支援補助金 19,566 (19,820)
［《新》特定公共賃貸住宅を補助対象に追加］

補助期間　5年　　年齢要件　40歳以下　自己負担控除額　3万円

月額補助金額　1～3年目 1.5万円，4年目 1万円，5年目 5千円    新規分42件，既定分114件

借上市営住宅借上料（１２棟333戸） 302,284 (302,284)
ﾒｿﾞﾝ松風18戸,ｼｰｻｲﾄﾞﾃﾗｽ日和坂22戸,ｳｴｽﾄﾌﾟﾗｻﾞ基坂15戸,ｸﾞﾗﾝｼｱ大手町21戸,ﾍﾞｲｺｰﾄ末広15戸,A-ｻﾑｻｶｴ40戸,

函館弁天いぶき荘25戸,ｶ-ｻﾐｱ大森22戸,ｺﾝﾌｫｰﾄ東雲町40戸,ﾘﾊﾞ東雲46戸,ｸﾚｽﾄｺｰﾄ松風24戸,ﾒｿﾞﾝ若松45戸

公営住宅建設費（日吉３丁目団地（環境整備）） 104,653 (500,896)
公園・集会所整備　初度調弁　H22 実施設計 団地内通路・道路・排水処理施設整備 (23,000)

環境整備

(460,896)
８号棟３４戸

(17,000)
小安西団地環境整備

市営住宅耐震等改修事業費（駒場改良団地） 193,500 (11,000)
S53建設 RC造7階建 63戸  H23～24 改修事業　Ｈ22 実施設計　概算総事業費 約2.9億円　    

木造住宅耐震化支援事業補助金 600 (600)
昭和56年以前に建築された木造住宅の耐震診断に要する費用を一部補助　補助額：診断費用の3分の2以内　限度額 6万円

アスベスト対策支援事業補助金 1,000 (1,000)
既存建築物のアスベスト含有調査に要する費用を一部補助　補助額：調査費用の10分の10　限度額 25万円

道路橋梁新設改良費 1,130,000 (1,513,000)

  交付金事業（西桔梗中央線ほか１路線） 169,500 (194,000)
西桔梗中央線(H17～24)   瀬田来７号線(戸井)(H19～24)

  歩行者用案内標識整備事業 13,500 (13,000)
国・北海道・市の各道路管理者が連携して，利用者の視点に立った歩行者用案内標識の整備を行う (H21～24)　H23 11基ほか

　地方特定道路整備事業（大野新道ほか３路線） 147,000 (126,000)
大野新道，陣川2号線，赤川6号線，鍛治1-18号線

３　快適で安らぎのある住み良いまち

平成２３年度予算の主な内容

項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

備考欄（ ）書きは，平成２２年度当初予算額



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

備考欄（ ）書きは，平成２２年度当初予算額

　起債事業（弁天16号線ほか） 800,000 (1,100,000)
生活道路舗装・改良整備 (80,000)

単独事業(ときわ通)

交通事業建設改良費 231,245 (120,000)
杉並町～競馬場前間軌道改良 400ｍ　車体改良 1両ほか

上水道整備事業費 1,017,994 (887,477)

　原水及び浄水施設事業費  　　　　　　 116,057 (167,035)
赤川低区浄水場整備 ほか

　配水施設事業費            　  　　   　　　　 868,985 (516,674)
配水管 5,070m ほか

  簡易水道施設事業費 32,952 (203,768)
椴法華地域簡易水道配水管 610m ほか

温泉供給設備整備事業費 95,331 (62,956)
ポンプ揚湯設備整備　温泉井　2井　深さ 80・90m　（全体計画 6井を整備　H22：2井）

温泉水位の低下に対処するため，現状のエアリフト方式から新たなポンプ揚湯方式へ移行

河川改修事業費 326,800 (350,687)

　補助事業（石川ほか１河川） 320,500 (327,000)
石川（測量調査一式），小田島川（護岸改修168m,橋梁工ほか）

　起債事業（三本沢川） 6,300 (3,500)
護岸改修65m,測量調査一式 (20,187)

                         土地開発公社用地買収

排水路整備事業費（鍛治２丁目地区１号ほか） 43,000 (43,000)
鍛治2丁目地区1号，日ノ浜町地区１号，市道桔梗3－9号線

治山事業費(釜谷町３７１番ほか）（戸井・恵山) 46,000 (48,500)
釜谷町371番，瀬田来町269番，日浦町245番，古武井町305番

防災対策経費 58,016 (55,657)
  
  防災行政無線整備費（南茅部） 30,000 (30,000)

H2～3で整備した防災行政無線の老朽化更新　　屋外拡声子局の整備（13箇所）

Ｈ22：屋外拡声子局の整備（9箇所）

  非常食，応急救護用資材購入費ほか 28,016 (25,657)
非常食等購入 3,997  自主防災組織育成 2,038  防災訓練等 7,549　防災無線ｼｽﾃﾑ維持経費 14,432 

北消防署庁舎整備事業費 726,000 (21,000)
RC造2階建 1,567㎡     H22 地質調査・実施設計　　概算総事業費 約7.5億円 平成24年４月
北部・北東部方面の防災拠点施設としての位置付け　　消防組織機構再編計画に基づく庁舎整備事業 供用開始予定

消防施設整備費 120,000 (37,190)

  水槽付消防ポンプ自動車　２台 72,000 　
S55購入車両の更新（北消防署）およびS63購入車両の更新（本部警防課）

  高規格救急自動車　１台 33,000
H6購入車両の更新（北消防署）

  小型動力ポンプ付積載車　１台（南茅部） 15,000
S62購入車両の更新（南茅部１分団）

地域安全安心促進交付金 400 (500)
安全で安心なまちづくりに資するため，青色回転灯装備車を使用する町会の車両運営費の負担を軽減することで，

地域防犯体制を強化（1台あたり5,000円 　交付予定　80台）



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

備考欄（ ）書きは，平成２２年度当初予算額

高齢者交通安全対策費 649 (720)
高齢者対象の交通安全教室の参加者増を図り，参加者に対して夜光反射材とパンフレットを配布し

交通事故防止を啓発  　　交通安全教室の開催 Ｈ22：45回･3,500人→Ｈ23：50回･5,000人

街路灯設置費補助金 24,469 (24,123)
新設・取替 850灯，安定器取替 63器　 補助率 10分の8

街路灯電灯料補助金 74,732 (76,086)
23,096灯分　  補助率 10分の8

多重債務対策関係経費 964 (17,533)
Ｈ21.4月  くらし支援室設置(本庁舎1階）　　H22 個別相談室の整備

多重債務に関する相談，生活の助言による再スタートへの支援など，解決までのサポートを行う

消費生活センター機能等向上費（《新》消費生活情報発信コーナーの設置） 2,999 (1,782)
棒二森屋本館6階に，消費生活情報発信コーナーとして新たにスペースを設ける（Ｈ23.5月開設予定）　1,427

相談員レベルアップ経費および消費生活センターＰＲ経費　　　1,572



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考

環境保全対策推進費 1,520 (1,335)
環境モニター謝礼金，環境白書の作成ほか 

地球温暖化防止対策費 782 (5,437)
地球温暖化対策地域推進協議会の設置，市民講座・出張講座の開催ほか 温暖化対策実行計画

（区域施策編）策定

《新》地球温暖化対策事業費 75,000 （－)
街路灯等省エネルギー改修（緑園通のLED照明の設置），南北海道教育センター省エネルギー改修，

市営電車設備省エネルギー改修（電停のLED照明の設置）

函館市地球温暖化対策基金を活用　71,004　  H22.9月補正 17,000 川原緑道のLED照明の設置

大気汚染調査費（《新》光化学オキシダント（オゾン）測定の実施ほか） 12,043 (10,408)
大気環境常時監視システム運用費，大気環境調査委託料ほか

新規：光化学スモッグの原因となっている光化学オキシダントの測定を大気環境常時監視測定局（市内5か所）のうち

亀田中学校測定局において実施（H23.10月～）

家庭ごみ減量化関係経費 53,514 (58,386)

  電動生ごみ処理機等購入費補助金 2,541 (2,442)
生ごみ処理機71台（補助率 2分の1　限度額 3万円）　コンポスト・ぼかし肥容器137個（補助率 2分の1　限度額 3千円）

  《新》生ごみ堆肥化講習会開催経費 335 （－）
堆肥化の方法や堆肥化後の活用などについての講習会を開催

  資源回収推進奨励金，謝礼金 50,638 (55,944)
資源回収量　9,110トン　　奨励金：町会・学校など　謝礼金：回収業者

不法投棄対策経費 11,360 (12,831)
監視システム運用費　廃タイヤ・家電処理手数料ほか

「北海道グリーンニューディール基金」（H21～23）を活用し，東部４支所管内の不法投棄の実態調査や監視の実施 2,000

下水道整備事業費 1,442,111 (2,001,852)

　下水道管渠・ポンプ場・終末処理場事業費 　　 1,350,800 (1,878,300)
　 金堀雨水貯留管 135m（H22～24継続事業 370m)，管渠 1,275m ほか

　函館湾流域下水道事業費負担金　　　　　　　　　 91,311 (123,552)
下水道普及率　H21 89.4%(市街化区域 98.8%)    H22見込 89.5%(市街化区域 98.9%) 

                      H23予算 89.5%(市街化区域 98.9%)                

水洗便所改造等資金貸付金 41,799 (73,561)
130基を予定   Ｈ22：200基

生活排水対策費 28,488 (33,881)

  合併処理浄化槽設置費補助金 28,300 (33,720)
50基　　補助金の額（1基当たり）　5人槽：500（20基)　6・7人槽：584（25基)　8～10人槽：740（5基)

　浄化槽設置費に係る斡旋融資利子補給金 188 (161)
対象経費　浄化槽設置に係る全体工事費から設置費補助金を除いた額とし，新築の場合は，限度額　50万円，

改築の場合は，限度額　100万円とする。（H17創設）　　利子補給額　188（H23斡旋融資枠　500万円）

４　環境と共生する美しいまち

平成２３年度予算の主な内容

項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

備考欄（ ）書きは，平成２２年度当初予算額



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

備考欄（ ）書きは，平成２２年度当初予算額

緑の基本計画推進費 1,807 (1,874)
緑のパートナー会議開催(公募委員含む22名 年3回)

緑の副読本発行（新小学3年生 2,650部），はこだて緑マップ増刷（3,000部），大規模公園パンフレット(10,000部)

はこだて花と緑のフェスティバル開催負担金 1,350 (1,350)
6月25日(土)～26日(日)予定　会場：旧クイーンズポートはこだて前広場

街路樹植栽経費 26,000 (26,000)
新植：桔梗北通　

フラワーバスケット関係経費 9,000 (9,000)
中臨港通ほか9路線　　168基

函館山緑地整備費 13,000 (13,000)
立待岬転落防止柵設置(66m)，トイレ改修，展示パネル設置10基

公園等整備費（都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業ほか） 46,250 (18,000)

   公園施設長寿命化対策事業 41,500 (10,000)
都市公園における遊具等施設の改修・撤去を緊急・重点的に行い，事故防止および

維持管理費の縮減を図る　　Ｈ22～24：計画策定　H23～27：整備事業　概算総事業費 約1.5億円

   帰属公園 4,750 (8,000)
帰属公園：1か所(東山2丁目)  



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考

観光基本計画推進費 7,813 (8,941)

　観光資源創出経費 4,115 (4,179)
ﾃｰﾏ別の市内観光ﾙｰﾄﾏｯﾌﾟを活用したまちあるきのｲﾍﾞﾝﾄ開催など，新たな観光ﾌﾟﾗﾝ創出に向けた事業の実施

　滞在型観光促進費 1,533 (2,832)
函館を起点とする渡島檜山管内や青函圏域におけるｵﾌﾟｼｮﾅﾙﾂｱｰを造成し，滞在型観光の促進を図る

　《新》函館・みなみ北海道グルメパークｉｎ仙台開催負担金 1,000 （－）
広域観光圏連携ｲﾍﾞﾝﾄとして，食と観光のＰＲを仙台市において実施

開催期間 H23.5.21(土)～22(日)　　仙台市民広場(予定)

　観光アドバイザー会議開催経費　　　　 372 (307)
函館市観光基本計画推進のため，観光ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ会議を開催 ほか

　観光ホスピタリティ向上経費ほか 793 (1,623)
観光ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞのｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修会やはこだて検定合格者等への講演会開催，まちかど観光案内所開設ほか

「国際観光都市」関係経費 300 (300)
国際観光振興機構負担金　300

ブランドＰＲ関係経費 22,806 (33,317)

　観光ポータルサイト関係経費 10,020 (10,701)
観光情報を提供するﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄの管理運営

  国内観光客誘致強化宣伝広告費地域ブランド形成推進費 12,786 (22,616)

　《新》｢歴史｣ブランド･雑誌特集「縄文文化および
縄文文化交流センター特集」掲載経費 1,760

　　縄文文化交流ｾﾝﾀｰ開館にあわせ，函館を中心とした青函圏の縄文文化特集記事を雑誌に掲載

　｢景観･街並み｣ブランド･
秋のイベント(はこだてMOMI－Gフェスタ)開催経費 4,500

　　香雪園をﾗｲﾄｱｯﾌﾟし，あわせてﾐﾆｺﾝｻｰﾄなどのｲﾍﾞﾝﾄを実施

  ｢食｣ブランド･雑誌における「函館の食」ＰＲ経費 1,000
　　食の特集記事を雑誌に掲載

　《新》生活情報誌を活用したブランドＰＲ経費 2,000
　　地域ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ形成推進の成果を盛り込んだ記事を北海道情報誌に掲載

　はこだてＣＭ放送局運営経費ほか 3,526
    ｲｶｰﾙ星人動画などを配信しているｲﾝﾀｰﾈｯﾄ「はこだてＣＭ放送局」の

    動画制作・運営経費ほか

新規旅行商品造成補助金 3,000 (3,000)
旅行会社が作る函館観光の新たな旅行商品の広告に対する助成　上限 50万円

観光客誘致宣伝経費 71,938 (66,843)

  観光宣伝印刷物等作成経費 16,411 (15,680)
観光ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ，観光ﾎﾟｽﾀｰほか作成　

  国内観光客誘致強化宣伝広告経費 30,600 (23,000)

　《新》ＴＶ旅行番組を活用した集客促進事業経費 4,600
    全国放送のTV番組で函館の魅力をＰＲし，連動する旅行商品の造成と宣伝を実施

５　活力にあふれにぎわいのあるまち

平成２３年度予算の主な内容

項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

備考欄（ ）書きは，平成２２年度当初予算額



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

備考欄（ ）書きは，平成２２年度当初予算額

　《新》クレジット会社とのタイアップによる
観光客誘致事業経費 5,000

    ｸﾚｼﾞｯﾄ会社のｷｬﾝﾍﾟｰﾝ(会員誌への広告掲載等)と連携し観光ＰＲを実施

　北関東・南東北集中キャンペーン経費 21,000
    北海道新幹線新函館開業を見据え，効果的な集中ｷｬﾝﾍﾟｰﾝを実施

　東アジア地区観光プロモーション実施経費 5,627 (11,136)

　東アジア地区プロモーション経費ほか 2,153
　　[《新》北海道観光振興機構タイプロモーション参加経費ほか]
　　ﾊﾞﾝｺｸ･羽田ﾃﾞｲﾘｰ便就航に伴い，新たな誘客を図るとともに，

　　定期ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ(台湾)，北海道観光振興機構ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ(中国,ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ,ﾏﾚｰｼｱ,ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ)の実施ほか

1,000
　　国のVJ地方連携事業を活用し，中国(北京)をﾀｰｹﾞｯﾄとした現地ﾒﾃﾞｨｱ招請事業の実施

　北海道観光ビジネスフォーラム2011出展参加経費 160
　　札幌で開催される海外からの旅行会社等が集う商談会へ市内の観光事業者とともに出展参加

　トラベルマート2011出展参加経費 314
　　観光庁が開催する旅行会社等が集う訪日外国人旅行の商談会へ市内の観光事業者とともに出展参加

1,000
　　上海，北京，広州などをﾀｰｹﾞｯﾄにﾌﾘｰﾍﾟｰﾊﾟｰおよびｲﾝﾀｰﾈｯﾄで複合的に函館観光をPR

1,000
　　在日外国人読者が多いﾌﾘｰﾍﾟｰﾊﾟｰで函館観光をPR

　海外観光客誘致促進協議会負担金 5,500 (4,600)
H18.9月設立　函館市 5,500　民間団体 4,500（商工会議所，ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協会，空港ﾋﾞﾙﾃﾞﾝｸﾞほか）

　コンベンション誘致関係経費 1,269 (1,434)
主要都市での誘致活動経費ほか

　《新》コンベンション開催記念グッズ作成費 1,000 (－)
大規模ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ開催に際し，参加者への記念品を提供

　観光キャンペーン実施経費ほか 11,531 (10,993)
新幹線推進機構と連携したﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝの実施，観光大使情報交換会実施ほか

はこだてフィルムコミッション関係経費 4,501 (4,609)

　はこだてフィルムコミッション負担金 330
H15.12月設立　　函館市 330　民間団体 130(商工会議所，ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協会，青年会議所，文化･ｽﾎﾟｰﾂ振興財団)

　テレビ・映画等ロケ誘致・情報収集経費ほか 171
関係者訪問旅費ほか

　函館港イルミナシオン映画祭開催補助金 4,000
 ｼﾅﾘｵ大賞（函館市長賞）3,000 ほか

観光資源施設整備費 6,500 (4,100)
　　 湯の川温泉街観光街路灯修復工事 39基　　　H22：11基整備

《新》全国産業観光フォーラム開催負担金 3,000 （－）
　　 H23.10.13（木）～14（金）開催　　市民会館ほか    主催：(仮称)全国産業観光ﾌｫｰﾗﾑinはこだて実行委員会

港まつり開催補助金 25,500 (25,500)
H23.8.1（月）～5（金）開催

はこだてクリスマスファンタジー開催補助金 16,000 (16,000)
H23.12.1（木）～25（日）開催予定

はこだて冬のイベント開催補助金 6,000 (6,000)
H23.12.1（木）～H24.2.29（水）開催予定    はこだてｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ　会場：二十間坂，八幡坂，基坂等  五稜郭ﾌｧﾐﾘｰｲﾍﾞﾝﾄなど

　訪日･在日外国人向けフリーペーパー広告記事掲載経費

　ビジットジャパン(VJ)地方連携事業負担金

　中国人観光客向けフリーペーパー広告記事掲載経費



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考項             　　　　　　　　　        目 予 算 額
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市民創作「函館野外劇」開催補助金 10,000 (10,000)
H23.7.8（金）～8.6（土）開催

観客数　H22 9,026人(11回上演)  H21 9,069人(8回上演)  H20 10,199人(11回上演)　H19 10,280人(10回上演)

はこだて国際民俗芸術祭開催補助金 3,000 (3,000)
H23.8.5（金）～10(水)開催　  会場：元町公園，市民会館ほか　

主催：一般社団法人WMDF(旧はこだて国際民俗芸術祭組織委員会)

はこだてカルチャーナイト開催補助金 300 (300)
市内の文化施設などを夜間開放し，地域文化に触れる機会を提供することにより，市民の地域文化に対する関心を高める

Ｈ23.10.7(金)開催　　　主催：はこだてｶﾙﾁｬｰﾅｲﾄ実行委員会

どさんこフェスタ開催補助金 300 (300)
H23.7.3(日)開催予定　開催場所：緑の島

恵山つつじまつり開催補助金（恵山） 2,600 (2,600)
H23.5.28(土)～6.12(日)開催

恵山納涼まつり開催補助金（恵山） 1,500 (1,500)
H23.8.14(日)開催

ひろめ舟祭り開催補助金（南茅部） 4,500 (4,500)
H23.6月(第２土曜日)開催

コンベンション開催補助金 3,000 (3,000)
各種大会・学会等，ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝの誘致を推進するための補助

《新》農水産物ブランド化推進事業費 250 (250)
　 [函館農水産物ブランド推進協議会負担金]

市・農協・漁協による協議会において函館産農水産物のブランド化に向けた各種事業の展開を図る

全体事業費　600（市負担金 250，各農協 50×2農協，各漁協 50×5漁協）

農水産物生産品販路開拓・需要動向調査事業費 435 (500)
販路拡大・効率的な高付加価値化を図るための消費者ニーズ，生産者等シーズ把握の調査およびセミナー開催

農業用機械等購入資金貸付金 26,000 (26,000)
購入金額の80％以内  H17から上限設定 1,000万円以内

償還期間（1年据置）　　100万円以内　5年以内　　100万円超　7年以内

《新》農作物集出荷貯蔵施設整備事業費補助金 49,999 （－）
人参洗浄選別施設整備事業（洗浄設備，箱詰め設備新設等）に対する補助　

事業主体　亀田農協　　補助率1/2

《新》高収益農業促進施設整備事業費補助金 13,125 （－）
栽培技術均一化および出荷調整を行い収益性を高めるための，アスパラ用灌水設備付きビニールハウス

整備事業に対する補助　事業主体  農事組合法人「(仮)函館いもっこ市」（15戸　H23.3月設立予定）　補助率1/2

緑肥導入促進事業費補助金 2,798 (2,856)
農薬使用量の抑制による高付加価値化のため，緑肥の導入を促進する補助　　

事業主体　新函館農協,亀田農協　 補助率 事業主体が実施する緑肥種子購入補助の2分の1以内（市1/4,農協1/4,受益者1/2）

経営体育成基盤整備事業費 4,850 (18,638)
市内三軒家地区（西桔梗町）ほ場区画整理事業等の事業主体である北海道への負担金 ほか

農業地域リーダー育成研修費補助金 400 (400)
事業主体　亀田農協   地域リーダー的後継者を育成するための研修事業に対する補助　　1人10万円以内  

函館水産物ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ推進
研究会負担金
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耕畜連携型自給飼料増産事業費補助金 3,500 (4,500)
飼料と堆肥の供給循環による，安価な自給飼料の安定生産供給体制の構築を図るため，飼料生産者に対し補助

生産場所：放牧場跡地　事業主体：NPO法人亀尾年輪の会（堆肥供給主体：JA新函館函館支部畜産振興部会）

酪農施設等共同利用促進事業費補助金 4,410 (9,000)
共同利用施設の整備・導入への補助により，コスト縮減のための共同運営体制を促進し，収益性の向上を図る

事業主体：農協，畜産振興部会および市内2戸以上の経営体　事業内容：共同利用L型ﾊﾞﾝｶｰｻｲﾛ 4基

造林事業促進補助金 6,951 (6,818)
木材生産のほか，国土保全・環境保全など森林の持つ公益的機能発揮のため，私有林整備に対し補助

市有林整備費 57,041 (51,927)
二酸化炭素の削減など，森林のもつ公益的機能を持続的に発揮していくための森林整備

  公共造林事業 28,500 (33,500)
事業量：下刈 24.80ha　間伐 56.28ha　作業道改良 2,100mほか

  未施業森林整備事業 22,500 (12,500)
路網未整備等悪条件のため10年以上未施業である森林を整備　事業量：間伐 90.00ha　作業道改良 525m

　市有林管理所要経費ほか 6,041 (5,927)

恵みの森づくり事業費 700 (1,217)
豊かな海づくりに向けた漁協女性部など住民参加型の植樹事業

植樹箇所：恵山支所管内　柏野町市有地 　　H22　恵山支所管内　柏野町市有地

漁業用機械等購入資金貸付金 130,000 (130,000)
購入金額の８０％以内  H17から上限設定 1,000万円以内

償還期間（1年据置）　　100万円以内　5年以内　　100万円超　7年以内

栽培漁業試験研究事業費（ナマコの資源維持・増大試験研究） 223 (223)
ナマコ中間育成・種苗放流の技術研究～委託先：戸井漁協

協力機関：北大大学院,道立水産試験場,渡島南部地区水産業技術普及指導所　

漁業振興基礎研究事業費（ナマコ資源増大基礎研究） 1,500 (1,500)
北大大学院水産科学研究院へ委託（H22～24  ナマコ育成種苗を用いた放流試験ほか）

水産基盤(漁港)整備事業費 69,600 (104,768)

  戸井漁港（戸井) 16,400 (6,000)
H23市負担対象事業：船揚場改良ほか (H15～24 概算総事業費 約16億円 うち市負担額 32,209)

  日浦漁港（恵山) 10,100 (14,900)
H23市負担対象事業：物揚場新設ほか (H13～24 概算総事業費 約31億円 うち市負担額 26,150)

  大舟(大船)漁港（南茅部) 33,100 (57,434)
H23市負担対象事業：岸壁新設，物揚場新設ほか (H14～25 概算総事業費 約138億円 うち市負担額 130,203)

  大舟(望路)漁港（南茅部) 9,000 (3,967)
H23市負担対象事業：用地造成 (H21～27 概算総事業費 約17億円 うち市負担額 60,000)

　石崎漁港 1,000 （－）
H23市負担対象事業：測量調査 (H23～25 漁港機能保全事業) (22,467)

函館湯川漁港

水産基盤(漁場)整備事業費 9,000 (12,400)
    [ 水産物供給基盤整備事業費負担金(函館，戸井) ]

渡島函館 コンブ 囲い礁 3セット，東戸井 ウニ 囲い礁 4セット
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沿岸漁業構造改善対策事業費補助金 113,732 (168,724)

  漁場管理保全事業(南茅部) 20,000 (20,000)
雑海藻駆除(南かやべ漁協）

  漁船施設整備事業(南茅部) 6,000 (9,000)
船揚場補修(南かやべ船揚場管理組合）

  漁業用作業保管施設整備事業(恵山) 3,900 （－）
漁具保管施設(えさん漁協） 

  栽培漁業施設整備事業(戸井，恵山) 31,970 (41,473)
コンブ種苗生産設備（改良）(戸井漁協）　コンブ養殖施設 146基（えさん漁協）　

H22 コンブ種苗生産施設（函館市漁協）　コンブ養殖施設（えさん漁協）　

  資源増大・有効利用対策事業 51,862 (54,851)
ウニ 160万個(函館,銭亀沢,南かやべ漁協) アワビ 20万3千個(刺網組合,四区磯舟部会,浅海増殖部会,根崎,石崎,戸井漁協)

ウニ深浅移殖 342万個(函館,戸井,えさん漁協) (40,300)

(3,100)

漁業後継者育成対策費 1,978 (2,818)

  漁業地域リーダー育成研修費補助金 600 (1,200)
地域リーダー的後継者を育成するための研修事業に対する補助　1人10万円以内　事業主体：各漁協等

  漁業資格取得費補助金 990 (1,230)
小型船舶操縦士 ＠30   対象者：漁協組合員,沿岸漁業就業者

　函館地域漁業就業者対策事業負担金 388 (388)
実践研修前のコンブ養殖漁業体験研修を通して，漁業就業者確保を円滑に進める

構成団体：函館市,北海道,戸井漁協　事業内容：コンブ養殖漁業の体験研修（2週間程度）ほか

卸売市場施設改良費 39,200 (45,000)

  水産物地方卸売市場 10,600 (22,000)
出入口シャッター改修工事　地上デジタル放送受信設備改修工事　ほか

  漁業資格取得費補助金青果物地方卸売市場 28,600 (23,000)
バナナ棟冷蔵設備改修工事　地上デジタル放送受信設備改修工事　

《新》経済企画推進費 1,000 (240)
中小企業の振興に関する重要事項の審議や産業経済活性化のため，各経済団体や他都市と連携し 中小企業振興審議会

意見交換を行うなどの各種会議を開催    経済活性化戦略会議，中小企業振興審議会ほか 運営経費

中小企業金融対策費（新規融資枠90億円） 6,852,760 (7,743,222)

  一般事業貸付金 3,588,410 (3,591,650)
融資枠　74億円

  特定事業貸付金 2,218,570 (2,464,148)
融資枠　16億円　

　特別緊急貸付金 1,045,780 (1,687,424)

函館地域産業振興財団関係経費 89,240 (88,771)
研究開発等業務委託料 63,634　　　研修指導等事業補助金 25,606

函館食品ブランド推進事業費 2,189 (2,400)
ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ・ﾄﾚｰﾄﾞｼｮｰへの出展や地場製品を紹介するﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの充実のほか，

新商品開発・ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化に向けたｾﾐﾅｰの開催など

高付加価値化・消費拡大対策事業(南茅部)

漁業用流通施設整備事業（恵山）
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ものづくりステップアップ事業費 15,800 (13,800)
生産性向上・業績拡大を図るため，製造業者が抱える問題点に対し，解決策を提案するために

業務改善のﾉｳﾊｳを持った企業等へ現状調査を委託し，解決に向けた取り組みを行う企業に対し，支援を行う

小売商業振興ビジョン策定経費 125 (138)
H12.3月に策定した現ﾋﾞｼﾞｮﾝの見直し    H23 新計画策定

小売商業者活性化事業費 144 (644)
中小企業者のためのＩＴ商業ｾﾐﾅｰ開催 

百貨店等支援調査費 500 (1,000)
主要な商業地区である「駅前・大門地区」「本町・五稜郭地区」の中核を担う大型店への

対応として，関係機関と連携を図り支援策等を検討

はこだてグリーンプラザにぎわい創出事業費 1,662 (2,486)
中心市街地のにぎわいを創出するため，市内菓子店や移動販売車を集めたｵｰﾌﾟﾝｶﾌｪの実施など

（株）はこだてﾃｨｰｴﾑｵｰへ委託

《新》第16回全国朝市サミットin函館開催負担金 1,500 （－）
朝市の振興・発展，地域活性化を目的に全国14ヶ所の朝市で構成する協議会のｻﾐｯﾄとして，

理事会，総会，記念事業，物産展などを開催      H23.10月開催予定      市内ﾎﾃﾙ，朝市駐車場ほか　　

はこだてスイーツフェスタ開催負担金 1,500 (1,500)
函館ｽｲｰﾂのｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟのため，市内の和洋菓子店を一堂に集めたｲﾍﾞﾝﾄを

商工会議所などと開催　　　Ｈ23.9月開催予定　　　棒二森屋催事場ほか

商店街等イベント開催支援事業補助金 5,150 (4,800)
１団体事業費の2分の1（上限 30万円）    H23：18団体   H22：17団体   H21：15団体

　 　

《新》台湾貿易推進費 1,150 （－）
地場製品の販路拡大を図るため，台湾現地ｽｰﾊﾟｰでの函館ﾌｪｱ開催の販売促進活動を

支援するとともに，台湾市場における販売戦略などのｾﾐﾅｰを開催

海外販路拡大促進費 2,328 (3,149)
　 韓国・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙとの貿易促進・拡大を図るため，情報収集を行うほか，

海外市場ｾﾐﾅｰの開催や地元での商談会を開催

Ｉ Ｔ支援事業費 2,519 (2,623)
　 TMOﾋﾞﾙ内　ｅｽﾍﾟｰｽはこだての管理・運営業務委託料　　委託先：函館地域産業振興財団

Ｉ Ｔ人材育成等事業費 1,200 (1,200)
　 地元ＩＴ企業の新卒者確保のための研究会の開催および合同企業説明会等の開催

首都圏と地元のＩＴ企業が連携し，業務受託や共同開発などを行うﾈｯﾄﾜｰｸを構築

函館マリンバイオクラスター形成事業費 10,000 (10,000)
地域の大学等を核として，地域産学官が一体となって「函館ﾏﾘﾝﾊﾞｲｵｸﾗｽﾀｰ」の形成を目指す

中核機関：函館地域産業振興財団

チャレンジ補助金（応募対象者の拡大） 10,000 (10,000)
　 起業化への取り組み支援 　補助限度額　Aﾌﾟﾗﾝ500万円，Bﾌﾟﾗﾝ200万円，Cﾌﾟﾗﾝ100万円

過去に落選した事業者が事業計画を改善した上で再応募が可能となるよう制度変更

起業化促進費 2,455 (2,896)
全国から函館での起業予定者等15名を募集し，起業力のある起業家を育成するため｢函館起業塾」を開催

前期 H23.9月開催予定  2泊3日の宿泊型ｽｸｰﾙ      後期 H23.11月開催予定  2日間の講議
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企業立地促進条例補助金 220,000 (250,000)
安定的な雇用環境を創出する工場等の誘致促進および育成を目的とし，

対象企業に対し，投資額・雇用人数などを基準に助成

地域産学連携サポート事業費 700 (1,400)
産学連携を推進する組織である「ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ」を活用し，産学官連携を推進する

　 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀのﾈｯﾄﾜｰｸ形成・強化を図る　　　実施主体：産学連携「ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ」

地域資源ビジネスマッチング事業費（《新》視察研修会受入事業ほか） 2,000 (1,500)
産学官が連携し，地域企業の技術力と首都圏等の企業のﾆｰｽﾞを結びつけ地域産業の

活性化や企業立地の実現を図るため，ﾋﾞｼﾞﾈｽ意見交換会や視察研修会受入事業を実施

産業・技術融合推進事業費 2,000 (2,000)
　 新技術を有する最先端企業と地元企業との交流会や事業化検討会の実施により新事業の創出を図る

企業誘致活動費 7,239 (6,679)
ｼｰﾃｯｸｼﾞｬﾊﾟﾝ2011出展経費 2,802　最先端IT・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ総合展示会へ大学，専門学校および市内企業と共同で出展

ｺｰﾙｾﾝﾀｰ立地補助金(㈱ﾊﾞｯﾌｧﾛｰ・IT・ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ) 887　　ｵﾌｨｽ賃貸料の5分の1を5年間補助

企業誘致に協力する市内企業に対し旅費を支給

  
地域産業活性化協議会関係経費 8,044 (7,990)

函館市・北斗市・七飯町による協議会事業として企業誘致推進員による情報収集・誘致活動の実施　

負担金 7,366，企業訪問経費等 678

函館テクノパーク関係経費 21,955 (23,114)
産業支援ｾﾝﾀｰ管理運営委託料    委託先：函館地域産業振興財団

第２次函館臨空工業団地割賦購入費(第２期前期) 222,443 (225,286)
[平成16～30年度　債務負担行為　限度額2,103,681千円]

用地購入費　1,930,900　　95,921.18㎡　　　うち工業用地　11区画　38,004.96㎡

雇用環境向上促進費 6,355 (7,119)

  《新》若年者職場定着率向上研修開催経費 1,200 （－）
職場定着対策として，離職防止・早期戦力化のﾉｳﾊｳを得るための企業向け研修会の実施

  高校生向け地元就職リードブック作成経費 1,343 (2,220)
地元就職を図るため高校2年生に地元企業を紹介するPRﾌﾞｯｸを作成・配布（約30社掲載　3,500部作成）

  子どもの就職を考える親の就職活動セミナー開催経費 737 (1,209)
子どもの就職を支える親の役割，若年者の就労問題や労働意欲の向上などに関するｾﾐﾅｰの開催

  労働関係調査費 2,127 (1,302)
労働者が抱えている様々な問題を把握するため，市内企業や労働者を対象に

就労形態・職場環境等の状況を把握するために労働実態調査を実施

  大舟(美呂泊)漁港（南茅部)労働問題懇談会開催経費ほか 948 (1,088)
労働問題懇談会の開催（構成：労働関係機関，経済界，労働団体など）， (1,300)
企業向け雇用促進支援ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ作成，労働者向けﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ作成　 企業採用担当者向け採用力アップ研修経費

雇用対策推進費 3,421 (3,402)
［《新》障がい者の雇用促進を目的とした企業向けセミナーの開催ほか］

道と連携したｼﾞｮﾌﾞｶﾌｪ函館の開設，高校生・若年者向けの就職ｾﾐﾅｰの開催，

障がい者の雇用促進を目的とした企業向けｾﾐﾅｰの開催ほか

新規高卒者等雇用奨励補助金（対象者の範囲拡大：新卒者→既卒者を追加） 36,000 (48,000)
新たに既卒者(H20～H21年度に卒業した者で1年以上継続して正規雇用された経験がない者)等を加え，

H23.4～9月までに正規雇用し，H24.3.30までに6ヶ月雇用を継続した市内中小企業者に対して，雇用者1人あたり15万円を補助
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トライアル雇用奨励補助金 5,760 (5,760)
研修・指導・訓練等を行いながら正規雇用に向けて試行的に労働者を雇う市内の事業者に対し，

対象労働者1人につき月額4万円，3ヶ月上限を支給（原則，国の試行雇用奨励金と同額を支給）

季節労働者就労対策事業費 5,000 (5,000)
季節労働者の冬期間就労を確保するため，側溝清掃などを行う就労対策事業を実施

匠の弟子体験事業費 510 (1,020)
未就業の若年者に対し，建具・塗装などのものづくり職人の弟子体験を実施   5人  10日間

緊急雇用対策費 644,084 (375,008)

　ふるさと雇用再生特別交付金事業費 106,007 (167,580)
「北海道ふるさと雇用再生特別基金」(H21～23)を活用し，地域求職者の雇用機会を

創出する事業を委託により実施    4事業  雇用21人

　緊急雇用創出事業費 538,077 (207,428)
「北海道緊急雇用創出事業臨時特例基金」(H21～23)を活用し，短期の雇用・就業機会

を創出・提供する等の事業を委託・直接雇用により実施    56事業  雇用247人

　未就業の若年者の早期就業を促す若年者人材育成就業促進事業(雇用48人)ほか　

交通体系整備促進費 15,590 (13,844)

　北海道新幹線建設促進費　　　　　　　　　     4,800 (4,896)
北海道新幹線新函館開業対策推進機構負担金　3,000，要望活動経費ほか

　函館空港国際線整備推進費　　　　　      1,620 (1,800)
国際定期便(ｿｳﾙ線)・国際ﾁｬｰﾀｰ便(東アジア地区)運航促進ほか  

  新外環状道路整備促進関係経費 6,450 (4,450)
　　［事業予定地土地動向等調査費ほか］

用地買収の対象地権者（日吉IC～空港IC間）への生活影響や意向等を事前調査

　新外環状道路整備促進関係経費　　　　　　　　 広域幹線道路整備促進費ほか 2,720 (2,698)
北海道縦貫自動車道，函館江差自動車道(整備促進要望・陳情活動ほか)，新幹線新函館駅とのアクセス調整

街路整備事業費 1,267,000 (1,480,000)

　補助事業 137,000 (308,000)
赤川中央通

　交付金事業（中道四稜郭通ほか１路線） 1,065,000 (905,000)
中道四稜郭通，日吉中央通

　地方特定道路整備事業（赤川中央通ほか２路線） 65,000 (267,000)
赤川中央通，中道四稜郭通，日吉中央通

港湾施設整備費 700,100 (900,000)

　臨港道路整備費（中央ふ頭こ線橋）　　　　　　　　　　　　　 15,100 (42,000)
中央ふ頭こ線橋：S54～59建設 　橋梁補修　40.5m  設計調査一式

　国直轄港湾整備事業費（函館港)　　　　　　 670,000 (815,000)

《新》北ふ頭地区 50,000
　　岸壁（-6.5m）調査，設計

弁天地区，中央ふ頭地区，本港地区 620,000
　　弁天地区：岸壁（-6.5m）改良工　中央ふ頭：正面岸壁（-5.5m）改良工　本港地区：湾岸道路橋梁工 用地・物件補償

　国直轄港湾整備事業費（椴法華港)　　　　　　 15,000 (27,000)
東防波護岸：消波工ほか (16,000)

ふ頭整備費(港町地区)
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函館港利用促進関係経費 24,339 (25,234)

　ポートセールス推進業務委託料 5,817 (8,116)
地域内外セールス，懇談会ほか

　函館港利用促進協議会負担金ほか　　　　　　 18,522 (17,118)
コンテナ貨物集荷強化，貨物船･客船誘致活動,入港船歓迎ほか

函館空港整備事業費負担金（エプロン改修，誘導路改修，照明施設など） 50,095 (77,325)
H23 負担対象事業費 667,933×7.5％

空港周辺整備事業費（住宅・共同利用施設騒音防止対策事業） 6,835 (13,142)
住宅：ＦＦ式ストーブ58台（うち再更新43台）　共同利用施設：高松町会館暖房機 1台　



    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：千円）

備     考

地域活性化交付金事業費（住民生活に光をそそぐ交付金の活用） 10,007
H22に国の補正予算で交付された，「地域活性化交付金・住民生活に光をそそぐ交付金」の一部を地域振興基金に積立て充当

　《新》ＤＶ被害者子どもサポート事業費補助金 3,492 （－）
ＤＶの被害を受けた子どものカウンセリングや，学習の遅れを補うために家庭教師を依頼する経費を支援

　事業主体：ＮＰＯ法人　ウィメンズネット函館

　《新》ＤＶ被害者自立支援育成事業費補助金 3,216 （－）
民間支援団体が安定した活動を行うための，専門従事員の雇用に要する経費を支援

　事業主体：ＮＰＯ法人　ウィメンズネット函館

　《新》視覚障がい者日常生活情報提供事業費補助金 2,770 （－）
代読・代筆，デイジー図書（デジタル録音された音声による本）作成を行うために要した経費を支援

事業主体：NPO法人函館視覚障害者図書館　

　学校図書館アドバイザー派遣事業費 529 (1,000)
小学校へ学校図書館ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰを派遣し，学校図書館の活性化を図る モデル校4校

　【参　考】
　　地域活性化交付金・

住民生活に光をそそぐ交付金の活用　　 146,417
　　［平成２２年度２月補正予算で計上］

　女性センター機能拡充事業ほか６事業 125,458
女性センター機能拡充事業 22,406，学校図書館図書整備事業 42,500，中央図書館開架図書更新事業 50,000 ほか

　地域振興基金積立金 20,959
H23充当事業分 10,007，H24充当予定事業分 10,952のための積立て（事業実施年度にそれぞれ取り崩し）

市政はこだて発行費 55,236 (57,116)
24ページ ３回,20ページ 9回　  　広告収入　3,471

市政モニター実施経費 124 (156)
市政に関する市民各層の意見･要望･提案等を聴取し，市政運営に反映

モニター人数：20人（H23.4月募集開始　　任期:H23.6.1～H25.3.31）

テレビ・ラジオ等放映放送費 7,876 (7,880)
STVテレビ「市民ニュース」：毎週土曜日･5分間　　HBCラジオ「市民の時間」：毎週月～金曜日･5分間

FMいるか「市政だより」：毎週月～金曜日･5分間×2回

地域人権啓発活動活性化事業経費 4,000 (4,000)
北海道委託事業  人権啓発のための市電広告実施  ほか

地域振興・コミュニティ推進経費（東部４支所） 4,000 (4,000)
東部4支所管内における地域コミュニティ活動や住民活動の活性化と，住民の参画のもと地域振興を図るため，支所長の裁量で

住民要望等に対応するための経費   各支所 1,000（ｺﾐｭﾆﾃｨ活動環境の整備　800  ｺﾐｭﾆﾃｨ活動の推進・参画　200）

地域会館改修費 12,846 (7,046)

　小安中央会館（戸井） 5,800
大会議室床・ステージ壁改修，ホール・廊下床改修，玄関スロープ設置ほか

　川汲会館（南茅部） 7,046
屋根改修ほか    H22：川汲会館　外壁改修ほか

◎　市民協働によるまちづくりのために

平成２３年度予算の主な内容

項             　　　　　　　　　        目 予 算 額

備考欄（ ）書きは，平成２２年度当初予算額
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町会交付金 69,039 (68,876)
組織割 17,744 (186町会:世帯数に応じ18,200～108,900円), 世帯割 51,295 (138,635世帯:@370円)

町会会館建設費補助金（６館） 15,903 (9,849)
改築 6館(栄・新川・宇賀浦・富岡町一丁目・中道第二・山の手)　　

人づくり・まちづくり事業費 55,778 (56,073)

　市民自主研修支援補助金　　　　　　　　　　  2,000 (3,000)
まちづくりのリーダー育成のための研修に対して支援    （補助率・限度額  3分の2・200万円） 

　まちづくり活動支援補助金　　　　　　　　　　  9,500 (8,500)
市民の自主的なまちづくり活動への支援 (補助率・限度額 3年間1/2・150万円)

　市民とつくるまち・縁パワーメント補助金 1,500 (1,500)
市が提案する地域課題に取り組む市民活動への支援 (限度額 150万円)

　地域交流まちづくりセンター管理委託費 42,478 (42,478)
指定管理者(NPOサポートはこだてグループ)に管理委託(H22～26)

　人づくり・まちづくり事業関係経費 300 (595)
補助金選考委員会経費，その他事務所要経費

人財づくり推進費（部局長の「人づくり・知恵の予算」） 2,547 (3,065)

　介護・福祉施設等職員人材育成事業費 146 (162)
介護保険サービスを提供している事業所職員に対し,外部講師を招き実務講習会を開催し,資質向上を図る（250人・1回開催予定）

　「ものづくり匠塾」開催事業費 729 (810)
研修会を通じて高度な技術・技能を習得し，次の世代への継承を図る（約25人・2回開催予定）

　「ものづくりキッズ工場」開催事業費 154 (171)
工場見学やものづくり体験を通じ，地元企業を知り，創造性に富む「未来の職人」の育成を図る（約40人・1回開催予定）

　農業・漁業担い手交流事業費 450 (450)
経営課題等を共有し，農漁一体的なブランド創造および経営者としての資質向上を図る（約80人・5回開催予定）

　子育てアドバイザー養成事業費 700 (720)
子育て支援の取り組みを積極的に行うことができる人材の育成（約30人・23講座開催予定）

  DV被害者サポーター養成事業費 368 (368)
DV被害者の生活の自立や，心理的な回復をサポートするための人材を養成（約30人・4回開催予定）　 (384)

  地域力アップ講座開催事業費

職員研修所要経費 21,729 (28,304)
派遣研修(新規：総務省 ほか10か所）　必修･推薦･選択等研修(新規:問題解決・発想力研修，リスクマネジメント研修 ほか）

行政改革推進費（《新》行財政対策策定関係経費ほか） 1,000 (400)
行財政対策策定関係経費　300　　事業仕分け関係経費　450　　指定管理者候補者選定委員会関係経費　250

アンテナ職員制度の活用　－（予算措置を伴わない制度　3月に公募　10人程度任命（任期1年））

財政状況周知関係経費 1,451 (1,652)
市の財政状況をわかりやすく市民に周知するため，「函館市の台所事情」を作成(130,000部)，全戸配布

地方選挙準備費
北海道知事及び北海道議会議員選挙費 67,587 (27,640)

任期満了　知事 H23.4.22　道議 H23.4.29　　　告示日　知事　H23.3.24　道議　H23.4.1　　　投票日　H23.4.10

地方選挙準備費
函館市長及び函館市議会議員選挙費 111,523 (45,000)

任期満了　市長 H23.4.26　市議 H23.5.1　　　告示日　H23.4.17　　　投票日　H23.4.24
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